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    6 トリストラントのアイルランドへの求婚の旅 （続き） 

 

トリストラントが竜1を退治し、剣の刃こぼれ

から素性を知られること 

  

 翌朝早くに、トリストラントは念入りに武

装すると、彼が大きな名誉を得ることになっ

た場所へと馬を進めて行った。 

すると途中の野原で五人の男が何やら様子

を窺っているのが見えた。そこで彼は速歩で

彼らの方へ向かった。すると彼らの一人がい

きなり向きを変えて駆けだした。 

 トリストラントはその男を追いかけ、髪の

毛をつかむと大声で尋ねた、誰が彼をそのよ

うに追い立てるのかと。その男は答えた。竜

の奴だ、そいつがこの国で多くの人を焼き殺

してきたのだと。 

「そいつが今にも怒り狂ってやってきて、私

の命を奪うかもしれない。逃げるに越したこ

とはない。後生だから、私の邪魔をしないで

くれ。貴公もさっさと逃げ給え」 

トリストラントは、どこで竜を見たのか、

本当のところを話すように、と彼に求めた。 

男は、そこへ行く道を若者に教えた。 

「すぐに立ち去るがよろしい」 

トリストラントはこう言うと、竜のいる方へ

と馬を進めて行った。(1698-1729) 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
1 ここ（1698 行）での竜は、serpant（初出の 1679

行では serpent）である。本作では、この serpant に

加えて wurm（1696 行 etc.）と tracke(drache)（1716

行 etc.）が同義で用いられている。G 作でも、竜には

serpant と trache の両方が使われている。散文民衆本

（Brandstetter 編）では、竜は serpant（662 行 etc.）

または wurm（681 行 etc.）である。 

やがて遠くに竜の姿を認めると、トリスト

ラントは馬に拍車を当てて、深い谷へと進ん

だ。その場所で、竜が彼の方へ近づいてくる

まで静かに待っていた。それからこの勇敢な

人は駆足で竜に近寄ると槍を突き刺さそうと

したが、少しも効果がなく、槍が真二つに折

れただけであった。槍が折れるとすぐに彼は

剣を引き抜いた。今度は竜が火を吐くと、彼

の乗馬は焼け焦げて骨だけになった。 

 トリストラントは徒
かち

で竜に駆け寄って行

き、手にした剣で竜を打ち殺した。彼が怒り

を込めて剣を振るうところでは、何一つ対抗

できるものはなかったのである。こうして勇

敢な若者は、巨大な竜との闘いに勝利を収め

た。 

後日、彼はこの竜を大いに役立てたけれど

も、この勝利は彼には高くついた。というの

も、この竜の吐く炎によって彼は危うく焼き

殺されるところだったからである。彼は勇敢

に戦って勝利を得ると、竜の口から舌を切り

取って、大事に取っておいた2。  

 トリストラントは昂揚した気分でその場所

を離れ、沼地へと歩いていった。そこで身体

を冷やそうとしたのであった。というのも、

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
2 G では、トリスタンは切り取った舌を「ふところに」

押し込む：in sînen buosem er si stiez (9063)。また、

Bußmann 編の„Tristrant“に収められている「レーゲ

ンスブルク断片(Rm)」では、「ズボンの中に」押し込

んでいる：und stah si in sin hosin（1673/ Rm 25）。

Krohn（G 作 Tristan の注釈書）によれば、象徴とし

ての舌のモチーフ―それに依って正当性が証明される

―は、メルヘン文学では広く流布しているとのことで

ある。 
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この勇者は、この闘いによって、木炭のよう

に真っ黒になっていたからである。彼は沼地

で冷たい水の湧き出ている場所を見つける

と、そこに身を横たえた。彼には鉄の鎧兜が

熱くて、もう死ぬかと思うほどであった。そ

れ故に、トリストラントは水に浸かっていた

のである。(1730-1769) 

 さあ、お聞きください。竜に立ち向かう勇

気もなく、遠くから様子を窺っていただけの

あの勇士たち3が一体誰だったかを。 

それは内膳頭でした。彼が仲間と共にどん

な悪巧みをしたか、お望みの方はお聞きくだ

さい。 

 内膳頭は仲間に言った。 

「あの勇士は、槍と楯を持って、まるで嵐の

ようにやって来たが、きっと竜が隠れている

場所を探しにいったのだ」 

 仲間たちは恐る恐る彼の後について行っ

た。すると彼らは思い掛けず竜の死骸に出く

わした。内膳頭は仲間たちにこう求めた。 

「今からは、この竜を倒したのは私だ、と話

してくれたまえ。その代わりに、諸君を金持

ちにして進ぜよう」 

それで彼らの得にもなるのなら、彼のため

に喜んでそうすると彼らは請け合った。 

彼らはあたり一帯でトリストラントを探し

回った。恥ずべきことに、彼の命を奪おうと

したのであった。彼らが、元気一杯のトリス

トラントを見つけていたならば、彼らの思い

通りには行かなかったであろう。 

 暫くすると、彼らは言った。 

「きっと、あの男もまた死んでいますよ」

(1770-1802) 

臆病者の内膳頭は、生き証人がいなくなれ

ば窮地に陥ることもなくて、むしろ運がいい

と思った。 

直ちに彼は王のもとへと馬を走らせ、自分 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
3 原文は helden で、無論皮肉である。

Buschinger/Spiewok の現代ドイツ語訳では、

"Helden"と引用符付きで強調されている 

が竜を退治したと嘘の作り話を伝えた。彼は

ずる賢く立ち回って、王に嘘を信じさせ、王

女をわがものにしようと目論んだのであっ

た。 

それを聞いて王は答えた。 

「私が約束を違えたならば、王には相応しか

らぬ振る舞いであろう。けれども、もっと良

く知りたいのだ。誰が本当に竜を退治したの

か」 

「それは心外なおことばというもの」内膳頭

は憤慨して言った。 

「私が大胆にもそんな嘘を申し上げたなら、

全く怪しからぬことでございましょう」 

こうして彼は王を欺き、王はそれが真実だ

と信じたのであった。 

 さて王は王女に、内膳頭が命がけの勇敢な

行為によって、彼女を妻とする権利を得たこ

とを伝えた。 

それから王は、王女を内膳頭の妻に与える

と公に宣言した。何しろ彼は彼女のために竜

を退治したのだから、王女もそれを喜ぶこと

ができるであろうと。   

 けれども王女はすぐに反論した。 

「お父様、私の話をお聞きください。彼は真

実を語っていません。あの男は勇敢な行いな

ど一度もしたことはありません。竜に立ち向

かう勇気が、一体どこから突然湧いて来たの

でしょう。真実を知るまでは、お決めになっ

たことはお預けにしてください。あの男には、

明日の朝まで待つように命じてください」 

「よろしい。そうしよう」と王は答えた。

(1803-1843) 

 こうしたことが起こっていた一方で、内膳

頭は苛立ちを隠さなかった。彼は、王の言質

を楯に取って、約束の実行を強く求めたので

あった。 

 さあ、お聞き下さい。本当は誰が竜を退治

したのか、イザルデ姫がどんな知恵を使って

知ったのかを。 

 王女は、ペレニースに頼んだ。夜が明けた
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ら、密かに馬を引いてくるようにと。そして

侍女のブランゲーネには、明日の朝、竜の死

骸がどうなっているのか見に行くつもりだと

伝えた。 

 朝早くに、従者ペレニースが馬を引いて来

た。イザルデ姫は、自分の名誉のことを思っ

た。彼女らは、トリストラントが通った形跡

のある場所へと馬を進めて行った。するとイ

ザルデがブランゲーネに言った。 

「ご覧なさい、この蹄の跡を。この馬が、竜

を退治した勇者をここへ連れて来たのです。 

この蹄鉄の打ち方をよく見るのです。この国

では、馬の蹄鉄をこの足跡にあるようには打

ちません4。これに乗って来た人が、竜を倒し

たのです。間違いありません」(1844-1878） 

それから間もなくして、二人は、竜の死骸

があるところに着いた。そこで彼女らは、立

派な楯を見つけたが、ひどく焼け焦げていて、

二人には色も識別できなかった。それは以前

には光り輝く高価なものだったのだが。 

  二人は更に黒焦げの馬の死骸を見つけた。

二人はそれをしげしげと観察した。その馬が

この国で育てられたものではないことが、二

人にはよく判った。 

このように私は本で読み、話にも聞いたの

です。 

「ああ、どこに行ったのでしょう。この馬に

乗ってきた勇敢な人は」 

美しい姫は嘆いた。 

「人殺しどもが、その人を殺めて、死体を道

外れのどこかに運んだのだわ。そんな輩は呪

われるがいい。その人は、きっとこの辺りの

どこかに埋められている筈。見つけられるも

のなら、見つけ出したい」（1879-1903） 

  王女はペレニースに頼んだ。念入りに探し

て、その勇士を見つけてくれと。彼女は、彼

を引き立てるつもりだし、一生困らないだけ

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
4 馬がアイルランドの国のものではないと判るのは、

G の作では「馬具 gereite」の違いによってである。 

裕福にすると約束した。 

 彼らが長いこと探す必要はなかった。遂に

ブランゲーネが、トリストラントの横たわっ

ている沼地に行き着いた。 

この乙女は、兜がガラスのように光るのを

目にすると、急いでそこへ駆け寄った。する

と彼が身動きしたように見えた。彼女は王女

に向かって叫んだ。 

「勇士を見つけました。ひどく弱っています。

すぐに来てください。この人をまだ救えるか、

お確かめください」 

 王女はその勇士を見てほっとした。すぐに

側に行くと頭から兜を脱がせた。 

その時、トリストラントは、婦人たちが彼

のために手を尽くしているのに気がついた。 

彼は目を開けて尋ねた。誰が兜を脱がせてく

れたのかと。 

すぐに王女が答えた。 

「心配しないで今はお休みなさい。兜はすぐ

にまた返してあげます」 

彼女は、彼の横に膝をつくと続けた。 

「私が兜を預かって置きます」 

彼女は、彼をそのままにはしておかず、ペ

ロニースに命じてその場所から連れ出させ

た。それから直ぐに彼の武装を解きにかかっ

た。彼らは忠実やかに勇士の世話をした。す

なわち、イザルデとブランゲーネは彼の鎧を

脱がせ5—その手際には非の打ち所がなかった

—、そうしてのち彼らは町へと急ぎ駆け戻って行

った。(1904-1944) 

 さてイザルデは、トリストラントのために

風呂の用意をさせた。王女は、勇者を手ずか

ら入浴させた。それによって彼を元気づけよ

うしたのであった。更に彼女は、彼が再び元

気を回復するように、彼の身体じゅうに効き

目のある軟膏を塗った。そのお陰で彼は心地

よくなり、再び生気を取り戻した。そしてこ

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
5 Lichtenstein 版（1850-52）では、「彼女（イザル

デ）自ら兜と剣を預かり、ブランゲーネが喉当てをは

ずした」である。 
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のとき、彼が探していた婦人は、まさにこの

人だと、彼は確信したのであった。トリスト

ラントは彼女の髪の毛を注意深く観察した。

この人を求めて、彼は長く辛い旅をしてきた

のであった。若き勇者の顔には思わず笑みが

こぼれた。 

 王女はそれに気づくと、心中ひそかに考え

た。 

「何かしたのかしら。彼に愚かだと思われる

ようなことを。でも思い当たることがない」

(1945-1969) 

なおも彼女は考えた。 

「この方は、望んでいるのかも知れない。私

が彼の剣の汚れをぬぐうのを。でも、この英

雄なら、十分それに値するわ」 

こう考えて、彼女は剣をぬぐい始めた。そ

の剣には刃こぼれがあり、それによってこの

男がトリストラントだと彼女は気がついた。

深い悲しみに襲われて、彼女は剣を置いた。

それから、巾着を取ってくると、剣の欠片を

取り出して、刃こぼれに合わせてみた。欠片

は刃こぼれにぴたりとはまるのであった。こ

れでトリストラントの（モーロルトを殺した）

罪も明らかとなり、彼女は叫んだ。 

「そなたはトリストラントで、竜を退治した

のですね。でもそんなことは何の役にも立ち

ません。生きて逃れられるものですか。そな

たの命で、伯父の命を償わねばなりません。

そなたのことを、王である父に知らせるつも

りです」 

「いけません、王女さま」トリストラントは

答えた。 

「そなたは私に対して罪を犯したのです」 

「いいえ、決してそんなことはありません」 

「伯父を殺したではありませんか」 

「正当防衛で止むを得なかったのです」 

「その償いをするのです」 

「一体何をもってでしょうか」 

「そなたの命です」 

「命を命で償うのは、穏やかではありません。

ああ、美しく優しい姫様、よりにもよって私

がなぜこんな目に遭うのでしょうか」 

「あなただからです」 

「そんな償いなどしたくありません」 

「私には自明のことです」 

「どうか私を生かしておいてください」 

「いいえ、私は伯父の復讐をしなければなり

ません」 

「高貴な御婦人のなさることではありませ

ん」 

「あなたに対して高貴に振る舞う気はありま

せん」 

「本当に復讐をお望みですか」 

「そうですとも」 

「絶望的な気分になりました」 

「一体なぜですか」 

「聞いてくださいますか」 

「お話しなさい」 

「あなたの高貴とは言えぬ振舞いが悲しいの

です」 

「そんなことはないでしょう」 

「いえ、本当です」 

「まあいいでしょう。でも確信があります。

私が別な振る舞いをしたとて、あなたには何

の助けにもならないと」 

「それが助けになるのです」 

「どうしてそんなことが起こりますか」 

「気高い心がおありなら、こうお考えになる

でしょう。＜彼は私の保護下にあって、しか

も囚われ人だ。もし誰かが彼を殺すなら、そ

の仇を討つ＞と。でもよくお考えください。

あなたは私を自らここへ連れて来られたので

すよ」 

「それは十分考えました。不名誉となっても、

味わった苦痛のためにあなたに復讐するので

す。これから父のもとへ行き、あなたがここ

にいることを伝えます。あなたの計略が身を

助けることはありません。あなたには伯父の

死の償いをして貰わねばなりません」

（1970-2026） 
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イザルデが今にもトリストラントに襲いか

かろうとした時、ブランゲーネが駆けつけて

きた。 

「このことをお父上に明かしたならば、この

方は殺されるでしょう。そうなったら、後悔

なさるに違いありません。この愚かな行いを

もはや償うことはできませんよ」 

このようにブランゲーネは助言した。 

「もし今この方が命を失えば、お父上の召使

いの妻となるのですよ。それがあなたの名誉

になることですか。それこそあなたのために

避けたいことです。トリストラント殿は、高

貴なお生まれの方で、優れた戦士です。よく

お考え下さい。この方が、たとえあなたの御

親族すべてを打ち殺したとしても、まだ悲し

みに耐えることができるはずです、あなたに

相応しくない男に嫁がされるよりは」 

  王女はじっくり考えて、彼を許す気持ちに

なった。ブランゲーネがこのように語ったの

で、彼女の悲しみと怒りは薄らいだ。 

王女は、トリストラントのために新しいビ

ロードの衣類を運ばせ—ブランゲーネがそれ

らを彼に手渡した—、彼をブランゲーネの庇

護に委ねた。トリストラントが新しい衣装を

身に着けた姿は見事であった。(2027-2061) 

 高貴な姫は、彼が与えた苦しみを許し、和

解の印に彼の口にキスをした。こうしてのち

王女は父のもとへと急ぎ、誰が竜を退治した

のか、彼女が探り出したことを伝えた。 

「そなたが探り出したと」 

「そうです、わたしが。あの臆病者は竜に触

れてさえいないのです」 

「しかし、彼が退治したと言っているではな

いか」 

「いいえ、彼ではありません」 

「それを裏付ける証拠もあるのだ」 

「どんな証拠でしょう」 

「彼の四人の部下だ」 

「彼らは信用できるのですか」 

「それはわからぬ。彼の部下だからな」 

「彼が命じることなら、彼らは実行するでし

ょう。彼らの言い分を信用なさるのですか。

彼は竜には手も触れなかったのですよ」 

「どうしてわかるのだ」 

「私にはよくわかっているのです。竜を退治

したその方に、好意を寄せてくださいますか」 

「もちろん、そうするとも。その者は今どこ

にいるのだ」 

「すぐ近くにいるのです。すぐに連れて来ら

れます」 

「ではすぐに連れて来なさい」。 

「本当に、彼に好意を示してくださるのです

ね」 

「彼が、たとえ私に何をしたとしても、それ

は赦される」 

「その人を生かしてくださるなら、和解を確

かなものにしてください」 

「彼が私に対してしたことならば、何であれ

私は赦すとしよう」 

「それでしたら、彼の代わりに私に和解のキ

スをしてください」 

「そなたは私に、この上何を求めるのだ」 

「父上は、これで彼を完全に赦したのですね」 

「そうだ、完全に」 

「これで彼は安心して父上の前に出てこられ

ます。でも、明日の朝までお待ちください。

そしてこれを理由に、家臣を呼び集めてくだ

さい。そうしたら、私がその勇者を連れて参

ります。あなた方皆の前で、彼が証明します。

臆病な内膳頭が竜を退治したのではないこと

を。内膳頭は、私たちの前で、竜を見る勇気

がなかったことを認め、竜が何処で、どのよ

うに、誰の手にかかって死んだかを言わねば

なりません」(2062-2105) 

「約束しよう」王は言って、それ以上疑うこ

とはなかった。王は直ちに国中の家臣、伯や

大公のもとへ使者を遣わした。 

その知らせが高貴な人たちに届くと、彼ら

は、男爵も従士もみな直ぐに集まってきた。 

内膳頭もまた彼の従者たちに使いを出し
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た。彼は信じて疑わなかった。王が彼に王女

を授けてくれて、美しい妻と共に人生を快適

に過ごすことになるのだと。 

 翌朝早く、人々はそれぞれにその準備を整

えていた。トリストラントは婦人部屋に匿わ

れていた。そこでは彼に必要なものが取り揃

えられていた。けれども彼には心配事があっ

た。クルネヴァルと密かに連絡を取りたかっ

たのである。そのため彼はペレニースに頼ん

だ。船まで行ってクルネヴァルを呼び、彼を

ここに連れてきてくれ。他の騎士や従者、水

夫たちはそこに留めておいてくれと。 

ペレニースはそこへ行き、トリストラント

の頼みを果たした。クルネヴァルはやって来

ると直ぐにトリストラントと打ち合わせをし

た。 その後、トリストラントは彼を船に帰ら

せたが、その際、仲間たちには次のような指

示を与えるよう命じた。 

トリストラントが苦境にあることを思い、

明朝早くに皆で宮廷の王の広間に来て、壁際

の腰掛けに座るように、そのために皆がそれ

ぞれ一番良い衣装を身につけるように、そし

て誰かに話しかけられても、トリストラント

が現れるのを見るまでは、彼のために沈黙を

守るようにと。 

「私は確信している、この件はここで良い結

果を迎えると。そのために我々は派遣された

のだ」(2106-2153) 

  こうしてクルネヴァルは船に戻った。仲間

たちは、トリストラントからの言付けを聞く

と心から喜び、神に感謝した。騎士たちは、

トリストラントの名誉のために、翌日の準備

をした。 

夜が明けるとすぐに、彼らは衣装を纏った。

これらの衣装は、華やかな絹地とオコジョの

毛皮から作られ、縁には黒テンの幅広の笹縁

が縫いつけられていた。それらをマルケの国

から彼らは大量に持参していたのであった。

毛皮には、高価なビロードの裏が付けられて

いた。彼らはそのほかにも、およそ考え付く

限りの様々な装飾品を、好みのままに身に着

けていた。すなわち、キイチゴの実のような

暗赤色の毛皮があり、金を織り込んだ絹布が

あり、ウールのスカーフがあり、宝石があっ

た。それらはどれも、どこかよその国ではこ

れ以上に良いものが見いだせないような品々

であった。これらを騎士たちは大量に用意して

いたが、彼らの名誉のために、コーンウォールか

ら持ってきたのであった。彼らは、トリストラントに

も密かに立派な衣装を届けた。 

 アイルランドの諸侯は、この豪華な衣装を目に

したとき、このように高価なものがアイルランドの

国に入ってきたことはないと、言い合ったのであ

る。 

 こうして異国の人たちは、城にやってきて、

壁に沿って並んだベンチに腰を下ろした。彼

らは十分に賢かったので、彼らの主人の指示

に忠実に従ったのである。誰もがそれを喜ん

で行い、礼儀正しく座っていた。(2154-2199) 

  さて、王はこの騎士たちについて尋ねた。 

「彼らは、この国の者たちか」 

けれども、これらの立派な人たちについて知

っている者はいなかった。 

王は再び尋ねたが、彼らについて何かを語

れる者は誰もいなかった。止むなく王は娘に

使いを出した。勇者を伴ってすぐに彼の前に

来るようにと。 

王女は、トリストラントの手を取って、一

緒に父王のもとへと歩んでいった。 

トリストラントが、広間に入って来るなり、

それまで無言で座っていたあの人たちが皆一

斉に立ち上がり、彼に駆け寄ったのであった。

彼らがこの勇者に仕えていることが、これで

誰の目にも明らかになった。 

王は尋ねた。彼はいったい何者かと。 

「父上、このお客様に御挨拶のキスをしてく

ださい」王女が答えた。 

王は、王女が頼んだとおりにした。これに

よって王女は、トリストラントと仲間を、確

実に王の保護下に置いたのである。 
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「これから明らかにいたします」 

王女は続けて言った。 

「この方が誰なのかを。父上は約束を守り、

この方に保護と安全を保障なさいましたが、

それがこれから試されるのです。この方は、

父上のもっとも大切な人、私の愛する伯父上

を亡き者にしたのです」(2200-2239) 

 

  トリストラントの正体を王が知り、彼にイ

ザルデを預けること6 

 

するとすぐに王は言った。 

「なんと、トリストラント殿とは。あなたに

安全を約束していなければ、どんな成り行き

になろうとも、わたしには関わりのないこと

だ。しかし、あなたが私にどんな苦痛を与え

たにせよ、今は安心しておられるがよい」 

王女が応じた。 

「それがよろしいと思います。何しろこの方

は、名望ある優れた騎士なのです。伯父を亡

き者にしたことも、意に反して止むを得ずし

たことです。さもないと貢納の要求から伯父

上のお国を守ることはできなかったのです。

トリストラント殿は敵ではありません。この

方は、父上に害をなすものを追い払うために、

海を越えてこの地へやってきたのです。一人

で竜と戦って退治してくれました。お陰で私

たちは大きな利益を得たのです」 

  すると内膳頭が立ち上がって反論した。彼

が竜を退治したと自慢するのは全く無礼とい

うもので、それをしたのは自分なのだと7。そ

して彼は、王に約束を果たすように求めた。

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
6 この見出しは、写本 H（Cod. Pal. germ. 346）では

朱で記され、王が語る言葉の途中―この Buschinger

版では 2251/52 行―に挿入されている。しかし、この

位置では、王の話を途中で遮る形となって極めて不自

然であり、王の話の始まる前に置かれるのが正しいで

あろうと Lichtenstein 版の注は指摘している。これに

従って 2239 行の後に移動した。 
7 G 作では、内膳頭が証拠として持ち出すのは、竜の

死骸から切り落として運んできた首である。竜の口の

中に舌は見つからず、彼は赤恥をかくのである。 

(2240-2268) 

 この言葉はトリストラントを憤慨させた。 

彼は王に向かって、怒りを込めて語りかけた。 

「王様、彼の言うことは正しくありません。

もし彼が、私と戦う勇気のある立派な騎士な

らば、私が彼の首を切り落とすか、彼の前に

死して横たわるかです。王様、もし必要とあ

れば、竜を倒したのは私であることを証明い

たします。まずは彼の四人の従者の助けによ

ってです。彼らに真実を打ち明けるつもりが

あればですが。何しろ、彼らは、彼と一緒に

竜を探しに行き、彼と一緒にいたのです。そ

してまたこの舌によってです。これは、私が

竜の口から切り取りました。彼には、私がど

のようにして竜を殺したかを、見る勇気さえ

なかったと、請け合います。二人の御婦人も

それを裏付けてくださいます」(2269-2290） 

 この説明で皆には十分であると思われた。

内膳頭は不安になっていた、というのもそれ

がもはや冗談では済まなかったからである。

この愚か者は友人たちに、この件で彼らと相

談したい、是非ともそれが必要だと持ちかけ

た。 

 けれども彼らは脇へ離れて行き、彼の縁者

の一人が話しかけた。 

「もし貴公が彼に闘いを挑むなら、率直に言

うが、貴公は命を失うぞ。美しい御婦人が貴

公に何の役に立つというのだ。トリストラン

トは勇敢な男だ。優れた戦士であることを、

彼はもう幾度も示してきたではないか。貴公

が竜を退治したのでなければ、戦うのは止め

にしなさい。縁者の貴公に、衷心からの助言

だ。正当性もなく彼と戦うなら、きっと後悔

するだろう」 

「トリストラントと戦うつもりはない」 

臆病者は答えた。 

「竜は、私が退治したのではない」 

 この相談の後、臆病者の内膳頭は、満座の

中で、自分が竜を退治したのではないと白状

し、当然のこと王女を妻に迎えるべきはトリ
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ストラントだと発言した。 

 王は、彼がそれをもっと前に白状していれ

ばよかったのだ、と評した。居合わせた人は

皆、今し方の内膳頭の告白を聞いてからは、

彼を軽蔑したのであった。 

 彼は、自分がこんな策をめぐらしたことを、

今日もなお嘆いている、と私は思う。この恥

ずべき行為のために、彼は名声の全てを失っ

たのである。彼はこの地を去らねばならず、

二度とそこに現れることはなかった。 

 彼が何処へいったにせよ、私にはどうでも

良いことです。神さまが彼をお怒りになりま

すように。(2291-2334) 

                    

 

                  7 媚 薬 

 

 さて、トリストラントは、美しい乙女に関

する約束を、王に思い出させた。王は約束を

違えなかった。それを姫は喜んだ。これに反

対する者もまたいなかった。          

そこでトリストラントは言った。 

「王様、私が誰の名代で王女様に求婚するの

か、お聞きください。と申しますのも、これ

は王女様にとってまことに相応しいことなの

です。王女様を、私の伯父のところにお連れ

いたします。伯父のもとが、王女様はお気に

召されると思います。伯父は立派な王です。

私自身は、妻を娶るにはまだ若すぎるという

ものです」 

「それが、そなたの望むところならば、喜ん

で同意しよう」 

「そう願います、王様。私が王女様を伯父に

捧げますこと、キリスト様も御存知です」 

「確かに、伯父上のマルケ王が娘を妻にする

ほうが良い。というのも、そなたが娘を辛い

目に遭わせたからだ。それにまた心配でもあ

るのだ。娘がそれをしばしば思い出すとした

ら、そなたらは相和して共に暮らすわけにも

いくまいと」 

「おっしゃるとおりです」トリストラントは

応じた。 

「伯父のもとへ王女様をお連れします」 

王はイザルデの手をトリストラントの手に重

ね、安全に彼の伯父のもとへ導いてくれるよ

うに、娘を彼の誠実な保護に委ねた。トリス

トラントは王女の手をしっかりと握った。王

は、彼の地位に相応しく、高価な嫁入り仕度

をさせて、娘を送り出した。(2335-2370) 

 一方、イザルデの母は、小さな瓶を持って

きて、ブランゲーネにそれを渡した。 

「お願いだから、この小瓶を持って行ってお

くれ。あなた以外には誰にもこれに触れさせ

てはいけません。コーンウォールの国に着い

た後、娘と夫とが一緒に床入りするときに、

二人にこの飲み物を与えるのです。一滴残さ

ず飲み干すようにお命じなさい。念には念を

入れて保管するのですよ。二人の他には誰も

これを飲まないように」 

  しかし、この願いは、船旅の途上で、空し

いこととなった。 

さて、この飲み物には次のような性質があ

ったのである。 

男と女が二人一緒にこれを飲んだならば、

二人は四年の間、もはや離れることができな

かった。どんなに断念しようとしても、生き

ている限り、二人は全身全霊で愛し合わずに

はいられなかった。四年の間、一日とて離れ

てはいられないほど、彼らは激しく愛し合う

のであった。昼といわず夜といわず、一方が

他方を絶えず見つめるのであった。8 

このように語られているのを、私は聞きま

した。(2371-2400） 

 また、この飲み物にはこんな作用がありま

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
8 媚薬の効力には、本作では 4 年、ベルールの作では

3 年の期限がある。G 作では、効力に期限がない。 
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した。二人が、一週間互いに話さずにいると、

各々が病気になって衰弱し、ついには二人と

も死なねばならなかったのです。 

この飲み物は、これほど強い力を持つよう

に調合されていたのです。私の話を信じてく

ださいよ。 

 さて、王が、旅装を調えた娘を送り出すと、

トリストラントは王妃と友好的に別れの挨拶

を交わした。 

 船の帆が張られると、風が強く吹き込み、

速やかに船を沖へと押し流した。イザルデは、

お供の婦人たちと共に、船尾にある婦人部屋

で手厚くもてなされていた。彼らが望むもの

は、十分に与えられていた。しかし、イザル

デは海の旅には不慣れで、船足が速くて辛い

と嘆いた。 

 そんな折、陸地が見えてくると、船乗りた

ちは帆を下ろして帆柱に固定した。望ましい

ことに風も弱まった。船は或る港に入って行

き、そこで皆が旅の疲れを癒すことができた。 

 船乗りたちは陸に上がり、誰もが思いのま

まに過ごし、時間を持て余すことはなかった。 

その日は、ひどく暑い日であった。海辺では、

人々が思い思いに散策していた。

（2401-2444） 

（続く） 
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